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【総務部所管事務調査】

総務部⻑ 挨拶及び概要説明
議事1　所管事務調査について

総務部⻑ （1）新型コロナウイルス感染症対策について
・資料により説明
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武⽥　聖士 出席
防災交通課主査
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相馬　儀彰 欠席 佐藤　政士 欠席

教育部次⻑兼⽣涯学習課⻑他 指導主幹

合計

稲村　和典 欠席

池⽥　卓也

学校教育課主査

学校教育課主幹
堀込　美穂

図書館主査学校給⾷センター主査
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池⽥　⼤海 欠席

⼾⽥　博史 欠席 小村　　茂
学務課主査他

学校教育課⻑

欠席伊藤　武史

欠席

木⼾⼝　誠 欠席

吉光寺　勝己
図書館⻑・郷⼟資料館⻑他

⻄公⺠館副館⻑

防災交通課主幹

出席横⽥　保江委員の出欠

令和３年第7回総務⽂教常任委員会　要点記録

開閉会日時 令和3年8⽉26日（木曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室2・3

開会 10:00
閉会 13:39

出席木嶋　悦寛

財政課⻑ 税務課⻑ 尾岱沼⽀所⻑
角川　具哉 出席 伊藤　輝幸 出席 麻郷地　聡 出席 福原　義人 出席

総務課主査 総合政策課主査 財政課主査
深川　淳一 欠席 池⽥　⼤海 欠席 ⼤森　圭介 欠席 佐藤　貴也 欠席

⼾野　晶雄 欠席

書記⻑ 書記

山⽥　一志

入倉　伸顕　 出席

中村　公一 欠席 佐々木いずみ 欠席

山桑　貴光 欠席 ⻄塚　隆幸 欠席

監査委員
事務局

監査委員事務局⻑

会計管理者 出納室⻑

⽣涯学習課主幹 中央公⺠館副館⻑

石川　　誠 出席 相澤　　要 欠席

別海
消防署

別海消防署⻑ 別海消防署副署⻑ 別海消防署副署⻑兼予防課⻑
千葉　　宏 欠席

山⽥　勝人 欠席

教育
委員会

石渡　一人 欠席 佐藤　　亮 出席 ⼤山　晋作
⽣涯学習課主査他 ⽣涯学習課主査

福原　義人 出席 堺　　　啓

出席 恒川　敦史 出席
⻄原　浩

上杉　⼤洋 平下　奈津⼦

出席
教育部⻑



令和３年第7回総務⽂教常任委員会　要点記録
・根室と中標津が受け入れの拠点になっていて、病床が半分以上埋まっている状態。
　今後感染が拡⼤して、満床になった場合の対応や連携はどうなっているのか。

総務部⻑ ・深い部分の話については、福祉部の所管となるが、まず病院での受け入れについては、
基本的に根室管内においては、中核病院として指定されて位置づけられているのが、市
⽴根室病院と中標津町⽴病院になるので、中等症以上の症状にある患者を受け入れ
るのはその指定病院の２つとなる。
　町⽴別海病院については、あくまでも北海道全体のフェーズが上がった際に、受け入れ
が可能であった場合については、軽症者を受け入れるという病院の位置づけになっており
管内的にたくさん出た場合についても、その症状によって振るい分けの中で、その症状に
合わせて保健所からの要請等により対応する形になる。
　基本的に入院の措置については、必ず保健所を介してということになるので、例えば別
海町⺠が別海町病院の発熱外来にかかって、症状があって直ちに入院措置するかって
いうことについては、それは保健所に報告をした上で症状に応じてということになるので、そ
の辺については管内で保健所を介した中で連携をとるということになる。
　ただ、羅⾅町等でも爆発的に出ているということで、中標津保健所、根室保健所、そ
して釧路保健所も視野に調整をしているようですが、保健所ではもう調整機能が失われ
るんじゃないかというぐらい、日々⼤変な思いをして調整をしている様⼦。
　なかなか療養型施設とかそういう具体的な軽傷者を一時的に受け入れるような施設に
ついては、根室管内には⼤きなホテルとかがあるわけではないので、そこの部分については、
これから増えていくと言われているものにどう具体的に対応していくかっていうことについては、
あくまでも北海道がイニシアティブを取った中での計画配分ということになるかと思う。常々
、町⽴病院との定期的な打ち合わせの中では、何とか町でもそういう時に、何か代替に
なるような施設がないだろうかなんていう話を非公式ではあるけれども、そういう話もさせて
いただく中で、病院としても非常に緊迫感を持って考えているところです。
　以前の議会での質問の際の答弁などでもお答えさせていただきましたけれども、今は数
は多くはないが、一時的に入居することが可能な職員住宅であったりとかそういうものの洗
い出しをしながら、感染していく人を入れるというよりも、感染した人が病院に入れなかった
場合には、⾃宅で療養していただくけれども、同居する人でまだ感染していない家族の⽅
を一時的にそういうところに一時的に入れないかとかいうようなことの観点から、少し洗い出
し作業みたいなことは⾏っているところです。
　具体的にそういう議論も進んでいくことになるかと思っているところです。
・町の感染症対策として、出かせぎの⽅とか⾥帰り出産の⽅とかそれこそ成人式の⽅とか、
病院の関係者の⽅が感染拡⼤しないためにもＰＣＲ検査費用の助成をやっていくように
してったらどうかなっていうふうに思う。
　それに検査してくることによって、家族も安心するし本人も安心するし職場も安心するん
じゃないかなっていうふうに思うのでやっていただければ。

総務部⻑ ・議会等で答弁させていただいた際は、ＰＣＲ検査のキットをクラスターのリスクが高い医
療機関であったり、福祉施設等に配付する話をしたかと思うが、そのあと病院と協議をす
る中でＰＣＲ検査のキットはなかなか手に入らない中で、抗原定性検査キットについて
配布をしていくような計画を作りたいと協議した時に、病院側としては抗原の定量ではな
い定性の⽅については正確性の面から進めてないという話で、そこはもっとワクチン接種を
進めていださいみたいな話があった。
　ところが、今の変異株は強いため、多少そんなにきちっとやらなくても、本当にひどいもの
に感染したらそれで拾えるようで、やはりそれを推進していくべきというような相談をさせて
いただいた。
　今はＰＣＲ検査のキットを配布する要綱をさらに厚くして、何かイベントをする時や事
業者あるいは個人事業者の⽅でも発熱とか具体的な症状には至らないけれども、何かち
ょっと気にかかるようなこと、あるいは家族とか近い人が感染して、⾃分は出てないけれども
もしかしたらって思うような時に、できるように要綱を精査しており、９⽉の頭からはそういう
希望があったら配布できる形で具体的に進めている。
　希望される⽅に、それぞれ⽀所とか連絡事務所にも備えつけておいて、申出があったら

委員 14番 佐藤

浦山

委員 2番 横⽥

浦山
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申出書を提出した上で配布するような、そんなイメージで進めていこうというふうに動いて
いる。
・本当に感染拡⼤したら困るので、やっぱり感染拡⼤する前に手を打っていくことが⼤事か
なと思う。
　また、学校の⼦どもたちの部活にでて帰ってきてって、その対処法とかもやっぱり進めてい
ったほうがいいのかな。
　修学旅⾏とかも⼦どもたちが安心していろんなことができるようになってくんじゃないかなっ
て思うので、ぜひ、考えていただきたいなと思う。

総務部⻑ ・必要に応じて、具体的に医療機関で定量検査を⾏う場面と、そこまではいかないけれ
どもちょっと注意や心配があるかなっていう場合には、キットの配布によって確認をするって
いうな２通りのやり⽅でキットの配布をこれから⾏ったりとするような予定をしている。
・定性検査キットの配布については、何かしらの周知をする予定にはなっているのか。

総務部⻑ ・９⽉１日から具体的にということで、要綱の策定をしていて今決裁中というような状況。
それに合わせて、町⺠周知用のホームページであったりチラシてあったりで周知するような
対応もとっていく予定。
・家族の中で、接種券が届いている人と届いていない人がいるという話がある。

総務部⻑ ・例えば、接種券を送付するタイミングの年齢の階層にまだ属していない場合については、
全員に一⻫に送っているわけではないので、時期によっては送られてきている人と、送られ
てきていない人はいるかと思う。
　もし、６５歳優先接種の⽅の６５歳以上なのにもかかわらず、送られてきていないとい
う事例があったとすれば、それはやっぱり積極的に申出いただくしかない。
・別海は軽症者ということだが、別海の病院が満床になった際に、他の病院がそれを受け
入れてくれるのか、それともある程度町内で⾃宅療養なり別の療養施設で療養しなきゃ
いけないのか。

総務部⻑ ・所管は福祉部ということになるので、概略的な話ということになるが、基本的には調整は
北海道が⾏うことになっている。
　別海病院で中等症の⽅を受け入れても、結局は症状が重くなったら中等症以上を専
門に扱うところに転送しなければならないので、軽症の⽅を受け入れている。
　管内では、保健所の管轄が根室と中標津は違うので、その保健所管轄を超えて調整
を日々⾏っているようだが、なかなか機能はしていないし、これ以上増えていくと、機能させ
ようとしてもキャパを超えてしまっているので、やっぱり具体的な療養型施設とか新たなもの
を北海道主導で確保するような動きを進めていただくことになるのかなと。
　⾃分たちの町でできるのは、そういう形になったときに１番酷い状況を避けるためにも機
能できるようなことについては、いろいろ考えて準備をしていかなければならないことではある
が、そういうのを正式にまな板に乗せての議論にはまだ至っていない。
　今後、病院と協議していく中で具体的な検討もしていかなければならないかなというふう
に考えている。
・対策会議等の開催基準の考え⽅は。

総務部⻑ ・基本的に細かに発⽣者が何人以上出たとか、コロナ対策の部分の詳らかなものを基準
に対策本部を開催するとか、あるいは連絡会議を開催するという基準があるわけではない。
　ただ、町としての意思決定をしなければならないっていう時には、町⻑の判断に基づいて
の意思決定ということに当然なるわけですから、そこの部分で対策本部会議という手法を
選んで意思決定をする場合もありますし、そうではない中での緊急的な打ち合わせあるい
は報告・伺い等の中で決めていく場合もありますし、詳らかなものではない。
　ただ、北海道であったり国の緊急事態宣言であったり、あるいはまん延防⽌の対応であっ
たりというような全国的あるいは全道的な動きに呼応して、町が⽅向性なり⽅針を固めて
いかなければならないという場合において、町⻑の判断に基づく意思決定をしていく場合
などについては対策本部会議を開くように、これまで進めてきている。
・⼤きく⽅針を決める時は当然必要だと思うが、町⻑と前話した時は、議会に対する情
報共有は、局⻑が対策本部のメンバーになっているから局⻑を通じて情報を入手して欲
しいということだったので、⽅針決定という会議の目的プラス我々議会に対する情報共有

議⻑ ⻄原

浦山

委員⻑ 7番 木嶋

浦山

議⻑ ⻄原
浦山

委員 2番 横⽥

浦山

委員⻑ 7番 木嶋
浦山

委員 14番 佐藤
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の観点からも、もう少しきめ細やかっていうか、回数を増やした⽅がよいのではないか。
　今回は８⽉に入って町内の発⽣もすごく増えてきて、公共施設の開閉やいろいろことに
ついて議会も町⺠から聞かれる場面も多くなっている。
　もう少し情報共有を丁寧にして欲しい思いがあるけども、その点について今後どうしてい
くのか確認したい。

総務部⻑ ・共有のあり⽅については、対策本部なり庁内連絡会議等の決定事項に対して、内容
については例えば秘密会みたいなところの部分のものもあるので、状況に応じて提供させ
ていただくっていう整理のさせ⽅せていただくことになるのかなというふうに考えています。
・情報公開の仕⽅について、本当に感染が身近になってきた中で影響がどこに及ぶのか
ということで、ある程度町内でどの地域で感染したとかっていうぐらいの情報を公開すること
で、周りの人達が気をつけることができたりだとか関係する人たちが気をつけることができるっ
ていうのは当然あるのかなと。
　個人が特定のされない範囲の中で情報公開していく、道の基準にはないかもしれない
けど、町として独⾃に公開していくっていうことも、検討の余地があるのではないか。

総務部⻑ ・事業者であるからできる部分と、そうでない部分というのはある。
　町としてもなるべく少しずつでも従来の部分よりも、ハードルを少しずつ下げていきながら
、公開をしていく事に努めているところでもございますので、さらに一歩進めた公開のあり⽅
というものも検討を進めていきたいと考えている。
・コロナ対策というのもはずっと続いていくと思うが、将来的な対策について、いろいろ考え
ているのか。

総務部⻑ ・一つの町単独で考えられることではなく、国であったり、あるいは都道府県であったりの動
きも踏まえた中で検討せざるを得ないのではないかと考えている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし

11:00　休憩
11:10　再開

（2）情報化の推進について
・資料により説明
　8⽉25日現在の光ファイバー整備の進捗状況　165.24キロメートル

質疑
・領収書廃⽌の話が出てたが、税⾦の申告の時にどうすれば。
・申告の際には⼝座振替の証明書の類いっていうのは省略できる。
　また、納税証明書を必要とする場合については、税務課で発⾏できる。
　実際、4⽉から廃⽌しているが、町⺠からの問い合わせはない状況。
・別海町のＤＸ推進計画のタイムスケジュール的なものはどうなっているのか。
・国はＤＸ推進計画というものを昨年12⽉に制定しているが、⾃治体として個別にＤＸ
推進計画の策定については義務化されていない。
　現時点では、町としてのＤＸ推進計画を定める予定はない。
・ソフト類がほとんどクラウド化されてきている中で、セキュリティーの問題は考えているのか。
・現在、本町においては、札幌にデータセンターをおいていわゆるクラウド化にしているので
セキュリティーを担保した中で運用をしている状況。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
その他　（1）令和3年度各町税課税状況について
・資料により説明
その他　（2）交通危険箇所について

防災交通課主査 ・資料により説明
総務部　12:00　終了　休憩

13:00　再開　　　
挨拶
【教育委員会所管事務調査】

委員⻑ 7番 木嶋

ふるさと応援・情報化推進室主幹 山⽥

ふるさと応援・情報化推進室主幹 山⽥

議⻑ ⻄原
ふるさと応援・情報化推進室主幹 山⽥

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋
委員⻑ 7番 木嶋
ふるさと応援・情報化推進室主幹 山⽥

委員 2番 横⽥
委員⻑ 7番 木嶋

浦山

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同
委員⻑ 7番 木嶋

浦山

委員⻑ 7番 木嶋

浦山

委員⻑ 6番 ⼤内

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋

一同

武⽥

委員⻑ 7番 木嶋
税務課⻑ 伊藤

委員



令和３年第7回総務⽂教常任委員会　要点記録
教育部⻑ 挨拶及び概要説明

・町⽴小中学校、認定こども園、幼稚園における教育活動全般については、国のガイド
ラインに基づいて感染防⽌対策を徹底し学校教育活動を継続している。
　幼小中については夏休みが終了し8⽉17日から始業しており、上風連のみ1日遅れの
18日からの始業。
　2学期に予定されている修学旅⾏や宿泊研修等については、一部の学校では実施済
みとなっているが、それ以外については9⽉12日以降に開催時期を遅らせて感染防⽌対
策を徹底し実施する予定。
　また、部活動・少年団活動については、⾃分の学校内に限定して感染防⽌対策を徹
底し、合宿などについては⾃粛。
　社会教育施設等については、6⽉21日以降は通常通りとし、学校開放事業について
も同様に継続。
　感染について報告
　町⽴上春別中学校に通う⽣徒が発熱により、8⽉25日午前に別海病院の発熱外来
を受診し、新型コロナウイルス感染症の陽性と判定された。
　この⽣徒については、8⽉17日に既に陽性判定を受けている男性の⼦供であり、保健
所の疫学調査により、⽗親の濃厚接触者として、家族全員8⽉18日に一度抗原定量
検査を受けて陰性判定を受けていたが、症状が出て改めて検査をしたところ陽性だった。
　この⽣徒については、8⽉17日の始業式の日に登校しているが、11時頃には、⺟親が
迎えに来て対応し、濃厚接触者とされたことから、その後2週間は出席停⽌として登校は
していない。
　現在、学校の対応について、保健所に助言を求めているところであるが、学校での感染
拡⼤のリスクは低いものと考えている。
　また、この家族には小学校の児童がもう2人いることから、小学校通じて状況確認を⾏
うとともに、保健所からの助言等にしたがい、9⽉8日まで健康観察のため出席を停⽌。

議事1　所管事務調査について
（1）新型コロナウイルス感染症対策について

学務課⻑ ・学校職員ワクチン接種の報告について資料により説明
学校教育課⻑ ・中学⽣と高校⽣のワクチン優先接種の状況の報告について資料により説明

質疑
・６割に満たない人しか受けてないという状況の中で、優先接種以外の一般接種に移っ
てどれぐらい接種されるのか追跡で調べる予定あるのか。
　学校という⼦どもたちに感染させてはいけない環境で、本来ワクチンは任意ではあるんだ
けど、そういう重要な場所において、教職員がこの程度の接種率であるというのが低過ぎる
と感じているが教育委員会の⾒解は。

学務課⻑ ・追跡調査については、基本的に一般接種に移⾏して、管理しているのが保健課になり
ますので、個人情報の関係もあるため、可能かどうかを調べたうえで対応していきたいと考
えている。
　接種率については６割ぐらいとなっているが、中央小に聞き取った結果、１名だけ受け
ていないという確認はしている。
　特に中標津や根室につきいては、接種が進んでいるので、そちらのほうで接種している
部分が多数あるように聞いている。
　あと、どうしてもアレルギー等の関係で受けたくないとか受けられない先⽣がいると聞いて
いる。
　今後、全体の接種率はどの程度になっているのか探っていきたいと考えている。
・他に質疑あるか。
・質疑なし
その他　少年団・部活の⼤会出場実績等について
・資料により説明。
その他　奥⾏⾅駅逓所の来館状況について
・来所者数　8⽉25日現在 個人291名、1団体16名、計307名。

委員⻑ 7番 木嶋

山⽥

委員⻑ 7番 木嶋

宮本
池⽥

教育委員会次⻑ 石川
委員⻑ 7番 木嶋
教育委員会次⻑ 石川

7番 木嶋

宮本

委員⻑ 7番 木嶋
委員 一同

委員⻑



令和３年第7回総務⽂教常任委員会　要点記録
　今後も感染対策を徹底しながら開所していく。
その他　プールバス運⾏実績等について
・上風連地区　6回運⾏、延べ人数101名
　上春別地区　6回運⾏、延べ人数61名
　⻄春別地区　運⾏なし
その他　まん延防⽌措置の期間延⻑に伴う学校⾏事（修学旅⾏等）の対応について
・期間中に修学旅⾏または宿泊研修が設定されていた学校については、感染拡⼤防⽌
のため、まん延防⽌等措置期間の9⽉12日まで宿泊を伴う研修につきましては⾃粛する
よう通知をしている。
　なお、修学旅⾏等の延期に伴い、保護者負担の増額分については、町で負担するこ
ととし、９⽉補正に提出したい。
　現在、⼯程の変更や期間の延期に⾏う学校は、小学校３校、中学校４校となってい
ますが、まん延防⽌等重点措置や緊急事態宣言の期間が再度延⻑することとなれば、
旅⾏の期間延期、⼯程変更を⾏う学校が増えることにより、変更に伴うキャンセル料等
が増額になる。
教育委員会としては、児童⽣徒がより安全に楽しい思い出ができるよう、対応したいと考
えている。

閉会挨拶
13:39　閉会

委員⻑ 7番 木嶋

学校教育課⻑ 池⽥

教育委員会次⻑ 石川

委員⻑ 7番 木嶋

委員⻑ 7番 木嶋


